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鹿島灘におけるシライトマキバイの成長推定
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Abstract

ThebiologlCalsttldywascarriedouto11thecommercialwhelkBu”血Im jL～rEIl，／ukjiuslng SampIescauglltby baskettrap

andtrawlnetofresercllVeSSelattllefishinggroundsofHBARAKIpref．duringtlleperiod丘omJulyloAugustin2003．The

resultsobtainedare sLlmmarizedas followsこ

（1）TheshellhightdistributionofB．isaolakiicauglltbybaskettrapandtrawlnetwereexpIorcdthathavesevera】modes

andbuI叩S．

（2）Mean sheH heightineachyearcJassandagecompositionarcobtainedbyanalysingthe shellheiglltdistributionby

COmr）utarizedprogramorCASSIE’sandTAYLORIsgraphicalmethod．

（3）UsinglheWALFORIブsfinitediffcrencesdiagramtlleVOnBertaran11シgrowthequationwasestimatedasfollows二

Lt＝130・144（l－eXP（－0・20835（t－0．544）），Wt＝0．0003Lt∧（2．6436），　Wt（g）＝122．56（1－eXr）ト0．20835（tT（）．544））∧3
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目　　的

シライトマキバイβJJrr血ノ川　上てJr）／（沃′　は，主にオホーツク

海　北両道，日本海，東北海域∴裾瞥海域の細砂泥底に生

息するェゾバイ科に属する肉食性巻きHであり，茨城県沖で

は巨に水深1（川111、150111の海域に生息していろ　茨城県で

は巨に2つの漁業種類」在曳網漁牒」特に小型機船底曳網

漁業（地ノノ■名称板びき網漁業，11．肌理底曳網漁机，禁漁矧

聞7，HH）とかご漁業（5トン末満船，楳業期間7カ月）でシライ

トマキバイを漁獲している。本県におけるシライトマキバイの

漁獲量沃199－持せヒ一一クに減少傾小目ニあることから，テ魚業関

係昔かけ線原管理の必要性を求めろ声が高去っているところ

である、

しかしながら，シライトマキバイ〃）′ト二態については不明な．た

が多く，成長についても同様である〔これまで年齢査定とし

て，蓋の輪紋形成と隼齢とのは＝日　に／Jいて傾討された例は

あるが（加藤（川7机，児にら（1998）），必ずしも別確とはなって

いないりそこでここでは，多峰形頻度分イ†すげ〕グラフ化分解法

により，茨城県沖合戒に分イいするシライトマキバイの成長椎

定を行った

方　　法

用いた標本は，茨城県水産試験場所属調査船「ときわ（50

t）」に上り，2（）03年7月から8月に実施した茨城県那珂湊沖げ）

水深250，350，400m（ハ地点での定点カゴ調査において採集

した標本のほか，トfJ調査船「いばらき丸（17仇）」によ帰0日：う年

811に実施した茨城県州＼ローール調飢二おいて採集した標

本の合計三郎：柵】体である′

二の調査に川いたカゴは＝合い1：う節（25frlll】）で，餌として

は冷凍マイワシを川いて一一昼夜設置した．＿トロ一一ルに川いた

網は1魚獲畑邪H合い16節（20111m）である

殻長は殻爪から水管溝の先端までの長さとし，デジタルノ

キスにより0．01111m単位で計測した＿J多峰形の殻長頻度分布

をコホし－ト別の体長頻度分布に分解する手法として，堤・田

中（1鋸摘）に上りコンヒュ一夕・プログラム化されたグラフ化法を

川いた＿

※・呪在　茨城県農林水産部漁政課
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結　　果

シライトマキバイの採集調査点を′l三した（阿1）こ調査i■毎域

は，北緯：16度00分，北緯36度10分及び，束縛ト‖度2（）分以

西に岡二表れた海域で，水深75nlからノほOmの問の水深′苦であ

る〉ト。ールでの採集は，北緯二附空，36度20分∴う6各10分〝）

ライントにおける水深75，125，150，250Ji5（），15（）nl地点であ

り，カゴ調査は北緯購l＿如0分のライントの水深250ノミ50，400

m地点である、
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図1　シライトマキバイ採集地点位置

（●：トロール調査地′点，■こカゴ瀾憂地点）

採集した仝標本の最長を測定した結果，殻良は20．7ml11か

ら115．〔）rTlllげ）範囲に方川，融長組成は多峰形を示した（図

2）、
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図2　殻長組成頻度分布（2003年7，8月採集）

次にこれら頻度分布をグラフ化法を用いた分解したとこ

ろ，設長組成は7群に分解され，それぞれの群の1「ろ均値と標

準煽差と群別個体数を得た（図：う，表1）し、
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図3　殻長頻度分布のコホート別分解結果

表1　コホート別平均殻長と構成度数

年 級 平 均 殻 長

（m nl）

S ．D ，（m m ） 年 級 構 成 数

Ⅰ 4 2 ．8 9 ．3 5 2

Ⅱ 5 5 ．5 5 ，1 1 0 0

Ⅲ 6 4 ．7 4 ．5 2 2 1

Ⅳ 7 3 ．4 3 ．9 5 1 9

Ⅴ 8 3 ．3 6 ．4 1 4 6 9

Ⅵ 9 4 ．8 4 ．4 3 7 4

Ⅶ 1 0 5 ．7 4 ．1 4 4

これに，シライトマキバイのふけ．後から1年間飼育観察した

成長結果（大洗水族館，（200二川を，ふ山浦1年のシライトマキ

バイを代表する殻丘として加えた合計8群について，各椎を

横軸に等間隔にとりそれぞれに対応する平均殻長を縦軸に

とったところ，横軸卜において，J設長ゼロを与えると推定した

位置と飼育値叫立置圭での距離と飼育伯と次り‾）分解した最

小作間の距離はほぼ等しいと認められた（図4）．＝
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図4　コホート別年齢殻長対応図

この結果から，飼育結果値は1」ノ‘，殻k組成分解結果の

最小群を2才■Hとみなして，Wとlln＿血潮定差刷にプロットしたと

ころ直線となり，最小白乗法に上りl［】卜的紅綬を求めた（図5）＝
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図5　Walfordの定差図

（極限体長し。¢＝150．144mm，成長係数K＝＝0・20835）

これによりU（－．、ti、rと、州吊）成長式〃）諸係数を算山した結果，

1．t（，一一．T】）＝1こう0．日1（1－し、押し0．208：瑚し一一〔）．544））と石ン〕た掴6）こ・

王た掛托“Ft（g）と捌妄hhm）のl係が＼Vt＝0・Ot）03LL′（2・64：う

6）であることから（Ⅰく‾20．9：5㌔19日＼‾t（か122・56（1‾PXp（0・20835

（†－0ふ刷りとなった
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図6　茨城沖合域におけるシライトマキバイの成長曲線

考　　察

年齢査に形質として，蓋〝渦紋数を月いることは古くから

研究がなされているが，冊秦（1979）はエゾバイ科（Huccini（1ile）

に／〕いては，蓋に輪紋が′上しないため輪紙数に上る年齢査

定を体Ⅰ難であるとしてけ科▲げ〕ツバイの戌長式明算定につい

て殻長組成の多峰里となった′校長組成の解析からト〕てい

る、一ノノ‾，リJi三レ二J（1998）は∴矢場U．描き域び‾）シライトマキバイに

／ついて，蓋に見られる輪紋数からび‾）隼齢査定を試みている

しかし，川議が困難な輸紋も多く，明確な竹輪査定には至／－）

ていなか／つた、

二二で児i三ら（1998）の軒軒による＃定隼齢別ソ）殻長と，／†

仲川町川棚小針桐酎‾機長則雄」値を比較するとき，児玉

。日射は）の′」汁年齢別設長はパイ辟肌殻長平ガ」値を除き，

対応する年一輪抑＋墨職長ル酢働齢釦、］に含たれていた二

のことは，今【ulの世代分解による成長式の傍証といえるだけ

でなく，今後の輸紋数による叶齢査定のロ用巨性も示唆してい

る。

一一五▲・＼r、th叩r S．llanr）PH11（200㌔1）は，北海道噴火湾

に分布するシライトマキバイの午齢庖定を輪紋形成の飼育

観察も含めて解析しており，雄I」t＝1訓．52（1－eXP（－0・117（1‾2・

1軌　雌】一t＝129．99（1－PXP（－0，132（「2・25））とぴ‾）成長式を／Jミし

ている。ノrlu仰成長式の算定では雌碓別の解析は行わなか

ったが，．へnth叩S11州（－）Ptと▲1（200・1）の知見は，茨城海域

と北海道噴火湾という環境が大きく異なる2つの海域膵1にお

けるシライトマキバイの成長速度の差違をホしており，大変

興味深いノ

要　　約

200年71から日　にかけて，茨城県水庫試験場所属調

査舟がときわ（59り」及び同調査船「いばらき丸（179t）」に上り

採集した標本合計2，633個体び）殻長を測定したところ，Å豊長

頻度分布は多峰形を示した＝

多峰形の殻長頻度分布をコホート別川本長頻度分布に分

解したところ，7群に分けられたこ

各コホ一十月■伴均殻長と飼育結果から叫削叫特設長を

加えて，Wと、lr。■、dの定幕間から成良式を推定したところ以T、■

のとおりとなった1

Lt（。、In）＝1：う0．14水1－叫）ト0．20835（t－0・5引））

Wt＝0．000：礼t∧（2，6436）

Wt（g）＝122．56（1し、XP（－0．20835（t－0・5日））〈3
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